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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 
関係者 
評 価 

意見 

ア 

 

「時間を守り、自
立した生活ができ
ている」と答える
生徒が 95％以上 

「朝食を取ってい

る」と答える生徒

90％以上 

Ｂ 

Ｂ 

･ほぼＡです。 

保護者の協力が必須です。 

･遅刻が多くなっている事などで

朝食を摂れていない子が多くい

ると思うので、全体的には出来

ていると思うが、摂れていない

子との差が激しいのかと思いま

す。朝食をしっかり摂り、遅刻

しない生活習慣を身に付けて欲

しいです。 

･時間を守ることに対し、生徒評

価として R7(87.6％)であり、

R6(90.5%)で差は 3 ﾎﾟｲﾝﾄ弱であ

るものの生徒総数減において出

来ていない人が増加したので

は。 

･朝読書時間について保護者の意

見としては評価を得ているが生

徒として評価は目標未達であ

る。 

「朝読書の時間、

集中して読書に取

り組んでいる」と

答える生徒が 90％

以上 

Ｂ 

カード（「がんばろう湖

西！」）指導を活用し、

全教職員一丸となった

生活指導と公共心の育

成を実践する。

「挨拶ができてい
る」と答える生徒
88%以上。 
「きちんとした身
だしなみで生活し
ている」と答える
生徒 95%以上 

「マナーを守って

登下校している」

と答える生徒 100% 

Ｂ Ｂ 

･学校に行くと、しっかりとあい

さつができています。 

･マナーについて根本的に守る必

要性を指導することが重要と考

えます。 

イ 

 

「授業を集中して

取り組んでいる」

と答える生徒が

95%以上 

Ｂ Ｂ 

･昨年度より、上昇している。目

標には達していないが 9割の生

徒が「そう思う」と回答してい

るのは指導の成果であると思

う。成果を子供たちにも伝え、

自信を持たせていただきたい。 

･釣り等で授業に関わっています

が、集中して取り組んでいると

思います。 

･授業に集中して取り組めない理

由は？ 
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「授業等で自分の

考えをもとに作

品・発表原稿等を

作り上げた」生徒

が 50%以上」 

「クラスを超えた

人数の前で自分の

意見を発表したこ

とがある」生徒が

40%以上 

Ａ Ａ 

・終礼参観の際に行われた発表が

素晴らしい内容でした。 

･第２回の協議会の際に見学した

全校集会での発表も素晴らしか

ったし、中学生にも発表を伝え

た新聞記事も拝見した。このよ

うに活躍の場を充実させていた

だきたい。 

･授業中などでも自分の考えをし

っかりと次の行動につなげて出

来ている子が多く見られます。 

･継続して発表する機会を増やし

て下さい。 

教職員の指導力の向上

に向け、校内研修の充

実を図る。 

校内研修を年間３
回以上の実施 

研修終了後、「有益

だった」と答える

教職員 100％ 

Ａ Ａ 

・学内での研修にとどまらず、学

外での研修にも積極的に参加し

知識のリニューアルを図ってい

ただきたい。 

･若手教員が得意とする AI の活

用研修は、多くの教職員に研修

を自分ごとにする意味で効果が

あると思う。 

･継続を 

 

「湖西高校の授業

はわかりやすい」

と答える生徒が

90%以上 

Ｂ Ｂ 

・授業参観週間等で、教員・保護

者が自由に授業参観できる機会

を持てると良いと思います。 

・理解不足の原因を探った方がい

いです。 

･生徒評価が前年度に比べ、-2.6

ポイントは残念である。 

ウ 

 

外部講師による授
業・講演年 20回以
上 

「自らが地域に貢

献する活動を行っ

た」と答える生徒

が 75%以上 

Ａ Ａ 

･「学びの深化」をどのように評

価していますか。 

･新聞でも釣りの授業を拝見し

た。このように、外部講師に専

門的な指導を受けることは、受

け身でなく主体的に学ぶ一助と

なるのではないかと思う。 

･いろいろな授業を積極的に取り

入れており生徒も楽しく受けて

いるのが伝わってきます。 

 インスタ等も見ています。 

 

「学校行事や進路

状況等の情報がわ

かりやすく伝えら

れている」と答え

る保護者が 85％以

上 

Ｂ Ｂ 

･保護者にしっかり伝わっている

と思います。 

･保護者の関心度をどのように増

加させるか。 

･広報活動の内容を再考する必要

あり。 
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エ 

特別活動、部活動への

取り組み意欲を高める

とともに、社会貢献活

動の更なる推進を図

る。 

「特別活動、部活

動に意欲的・積極

的に取り組んでい

る」と答える生徒

が 95％以上 

Ｂ 

Ｂ 

・1/15 時点で達成率 

 就職内定 92.8% 

 進学内定 96.2% 

 は、素晴らしい実績です。 

･三味線部、ボランティア部等、

地域活動を積極的に取り組めて

いると思います。色々なイベン

トなどに出てくれており助かっ

ています。 

部活動等による社

会貢献活動15回以

上/年 

Ａ 

オ 
 

進路希望実現 
就職希望者 100％ 

進学希望者 95％ 
Ｂ 

Ｂ 

・就職未決定者は年度内には決ま

るのか、アルバイト従事者とな

るのでしょうか。 

･進路希望実現に向け、１年の頃

から色々な事に取り組んでいる

ので生徒も自分の目指している

所への意識ができており、良い

と感じました。 

課外補講、模擬試

験、外部講師による

講座等について、随

時検証が行われて

いる。必要があれば

柔軟に修正が行わ

れている。 

Ｂ 

カ 

心身の健康増進といじ

めへの確実な対応 

「『いじめを許さ

ない』という雰囲

気がある」と答え

る生徒が 90％以上 

Ｂ Ｂ 

・学年が上がるにつれ数値が下が

っていることが気がかりです。 

･「そう思わない」と、回答して

いる生徒はどうしてそう感じ

るのか。 

「いじめを許さない」という雰囲

気を醸成するために傍観者教育

も進めていただきたい。 

･アンケートを見ると R6より少

し意識が下がっており、もう少

し頑張ってほしい。 

教育相談体制の充実を

図る 

「信頼して相談で
きる先生がいる」
と答える生徒が
90％以上 

生徒の精神状態調

査（心のリスク診

断）」を毎月実施 

Ｂ Ｂ 

・外部から臨床心理士の資格を有

するカウンセラーが来校する機

会はありますか。 

･保健室で先生と相談できている

子なども多数いると聞いている

ので信頼して相談できていると

思います。 

安全・安心な環境づく

りを図る。 

「湖西高校生は落

ち着いた学校生活

を送っている」と

答える生徒・保護

者 90%以上 

Ｂ Ｂ 

･教室周りの整備とは、具体的に

は何を想定していますか。 

･高校生として落ち着いた生活を

してほしい。気が緩んでいる子

は生活ではじけてしまう子もい

るので、自分の置かれている立

場を意識してもらいたい。 

学校内外の環境整備・

美化を図る。 

「清掃にきちんと

取り組んでいる」

と答える生徒が

98％以上 

Ｂ Ｂ 

･96%の生徒が取組んでおり十分

評価します。 

･トイレ等、ゴミが捨てられてい

るところがあるのでもう少し頑

張ってほしい。 
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キ 

危機管理に関する校内

体制の強化と地域防災

に対する意識の高揚を

図る。 

校内外の 
安全指導１回／週 

月１回の安全点検 

Ａ 

Ａ 

･高い意識を感じます。 

･「随時対応している」というこ

とはありがたいと思う。 

･海に近い学校なので津波等の災

害など他の学校とは違う事もし

っかり考えて取り組んでいると

思います。 

「防災教育等に当

事者意識をもって

取り組んでいる」

と答える生徒が

95％以上 

Ｂ 

教育活動の活性化に向

け、施設・設備の充実

を図る。 

不具合箇所への迅

速対処 100％ 
Ａ 

Ａ 

・生徒が安心安全に学校生活を過

ごせるよう取組の継続をお願い

します。 

･予算の関係もあるかと思います

が、直されている箇所もあるの

で、対処はしっかりされている

と思います。 

･危険度及び緊急性を考慮した優

先対応の継続 

Ｒ７年度 実施予

定の修繕の実施・

完了 100％ 

Ａ 

ク 

校内業務が、職員にと

って過重な負担となら

ないよう、業務の見直

しと改善を行う。 

業務の見直しにつ
いて一人一案の募
集と全体での検討 

年 1回以上 

Ｂ 

Ｂ 

・時間外勤務を惜しまず、熱心に

取り組む先生方に感謝申し上げ

ます。 

･業務改善案を募集するのはよい

取り組みであると思う。 

教員の負担軽減だけでなく、そ

れが生徒のためになっているか

を見極めることが重要であると

思う。 

･ワークバランスを考えて、色々

なことが重ならないようにしっ

かり考えてシフトが組まれてい

ると思います。 

･超過勤務届の継続による、職員

の意識改善 

定時退勤月１回 
完全退勤学期１回 
職員室施錠時間 

21 時 

Ａ 

 


